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呼吸器感染症 に対 するCefdinirの 使用経験

高本正舐 ・北原義也 ・石橋凡雄 ・篠田 厚
国立療養所大牟田病院内科*

軽 症 な い し中等 症 の呼 吸器 感 染症13例 にcefdinir(CFDN)の 投 与 を行 い下 記の 成績 を得

た。 症例 は肺 に基 礎疾 患 の な い肺 炎2例,あ る肺 炎5例,肺 に基 礎 疾 患 の あ る気 管支炎6

例 で あ った 。CFDNは1日600mg食 後 投 与 し,6～14日 の投 与 期 間 であ っ た。起 炎菌が分

離 され た症例 は5例 で,Staphylococcus aureus 1例,Haemophilusinfluenzae 3例,H

influenzae+Streptococcus pneumoniae 1例 で あ った 。全 体 の 有効 率 は5/13,38.5%で

あ った。 内訳 をみ る と肺 炎 で は57.1%,気 管 支 炎で は16.7%で あ った 。本 剤 は グラム陽性

菌 にか た よっ た抗菌 スペ ク トラム を特徴 とす るた め軽症 また は中等 症 の肺 炎が 適応 とな ろ

う。 また 本 剤 は基礎 疾 患 の あ る気管 支 炎 で は有効 率 は低 か った。
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Cefdinir(CFDN)は 藤沢薬 品研究所 で開発 され た経ロ セ

フェム剤でグラム陽性菌,陰 性 菌に対 して広範 な抗菌 スペ ク ト

ラムを有 す る。1988年12月 開 催の 新薬 シ ンポ ジウ ム によ る

と1),特 に Staphylococcus aureus, Staphylococcus epider-

midis,Streptococcus pyogenes等 グ ラム 陽 性 菌 と と も に

MRSAに も強い抗菌力 を示 した。また,グ ラム陰性菌 に対 して

は主要菌 に対す るCFDNの 抗 菌力はcefixime(CFIX)よ りや

や弱いがcefaclorよ り明 らか に強か った との報告 も見 られ る。

一方内科 臨床試験の報 告では肺炎の有効 率81.4%で あ るが慢

性 気管支 炎の それ は68.1%で 気道 系炎症 にや や劣る とい う成

績 であった。 また呼 吸器感染症 で分 離菌別細菌学 的効 果で は

S.aureusの 消失率91.3%,Streptococcus pneumniae 89.5%

であるに対 してKlebsiellaの それは56.3%,Haemophilus in-

fluenzae 59.3%で グラム陰性菌 に対す る効果が やや弱い傾向

が見 られ た。今回我 々は本剤を肺 炎にかぎ らず気管支炎 もふ く

めて軽症 ないし中等症の呼吸器感染 症に使用す る経験 を得た

ので以下報告す る。

I.試 験 方 法

対 象(Table1)は1988年7月 よ り1989年3月 迄 の 間

に国 立療 養 所大 牟 田病 院 に て外 来治 療 を うけた呼 吸 器感

染症13例 で 男性4例,女 性9例 で あ る。 年齢 は15歳 ～78

歳(平 均54.1歳),対 象 疾 患 は肺 炎7例,気 管 支 炎6例,

重症 度 は軽 症11例,中 等 症2例,肺 に基礎 疾 患 を有 す る

症例 は11例 で慢 性 気 管支 炎7例,気 管 支 拡張 症1例,気

管支 拡 張症+陳 旧性肺 結 核症1例,陳 旧性 肺 結 核症1例,

中葉症 候 群1例 で あ った。

ア レル ギ ー既 往歴 は全例 に認 め られ ず,CFDN投 与 前

抗 生 剤 の使 用 も全例 認 め られ な か った 。

CFDNの 投与 法(Table2)は100mg(力 価)カ プセ

ル を用 い,1回200mg1日3回 食 後投与,投 与期間は6

日 よ り14日(平 均10.5日),総 投 与量 は3.29～8.49(平 均

6.39)で あっ た。CFDN投 与 前,全 例 同意 を取得されて

い る。 なお15歳 の 症例 は両親 死亡 のた め現在 養護施設入

所 中 で あ り,同 施 設 の担 当 の先生 の同意 を取得 している。

効 果 判 定基 準 は菌 の消 長 の ほか,咳,痰(量 および性

状),ESR,CRP等 の 自他 覚所 見 を総合 して,著 効,有

効,や や 有効,無 効 とした。

菌 が 分 離 さ れ た 症 例 は5例 でS.aureus 1例,H.in-

fluenzae 3例,S.pneumoniae+H.influenzae 1例 であっ

た。

II.成 績

臨床 成 績 と して は全 体 で著 効2例,有 効3例,や や有

効4例,無 効4例 で有 効 率 は38.5%で あ まりかんばしい

成績 で はな か った 。肺 炎 の有 効 率57.1%,気 管支炎16.7%

で特 に気 管支 炎 の成 績 が 悪 か った。

細菌 学 的効 果 はH.influenzaeの2例 はいずれも不変,

S.aureusの1例 は 消 失,S.pneumoniae+H.influenzae

の 場 合 はSpneumoniaeの み消 失 したが,H.influenzae

は不 変 で あ り全 体 的 にH.influenzaeに 対 する効果が悪

か った。な お,CaSe9で 分離 されたH.influenzaeは 投与1

後 の 喀痰 が 採取 で きな か った ため不 明 と判定 された。

副 作用 は1例(case7)に 認 め られた。57歳,女 性,

慢 性 気管 支 炎 を基 礎 疾 患 に もっ肺 炎の症例 で本剤投与開

始 直 後 よ り少 し不 快 感 が あ ったが9日 目に中等度の上腹

部 痛,嘔 気,下 痢 等 の 胃腸 症 状が 出現 し胃散 を1日 分投

与 した 。本 剤 中 止後 軽 快 してい るの で本剤 との関係は多
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Table 1. Clinical summary of patients treated with CFDN

分ありとなった。

臨床検査値の異常(Table3,4,5)はGOTの 軽

い上昇(40IU,正 常 域9～31 IU)が1例(case4)に

みられたが,特 別 に処 置 す る こ とな く投 与 終 了21日 後 の

成績では28IUと 正 常 に復 して い る。 本 症例 は1981年 よ

り慢性気管支炎 として管理 中 で あ るが
,そ れ まで肝 機 能

の異常を認めた ことが なか っ たた め
,投 与 前値 は ない が

本剤との関係 は可能 性 あ りと考 え る
。Case8で 認 め られ

た白血球数の変動(5
,000→2,900)に つ い て は,1981年

から本症例 を管理 して い るが
,急 性 増 悪 の な い時 は3,000

ぐらいであること,ま た本 院 にお け る 白血球 数 の 正常 域

が3,100～8,800で あ る こ とか ら臨床 上 問題 な い と考 え て

いる。

III.考 察

経 口抗菌剤,抗 生剤の開発は新キ ノロン系薬剤の進歩

と共 にセ フェム系抗生剤 にも大 きな波が押 し寄せ,グ ラ

ム陽性球菌 より陰性菌 まで幅広いスペ ク トラム を有す る

薬剤や,い わ ゆるprodrugと して製剤 され体内で抗菌力

を発揮 する薬剤,腸 管 よりの吸収 をよ くして血中濃度 を

高め るように改良された薬剤 など多 くの特徴 ある薬剤が

みられる。

経 ロセフェム剤 のCFDNは グラム陽性 菌 に対 して有

効で あることが特徴 と思われる。早期臨床試験 でもグラ

ム陽性菌が主 として起炎菌 となるような疾患群 に対 して

は有効率が高 いようである。

最近我々は呼吸器感染症 を肺 炎 と気管支炎 に分け,そ

れぞれを肺に基礎疾患が有 る場合(慢 性気管支炎,肺 気

腫な ど)とない場合に分類 して検討 している2～5)。その理

由は前報5)に詳述 したので省略す るが今回 もそれに した



556 CHEMOTHERAPY DEC. 1989



VOL.37 S-2
呼吸器感染症のCFDN使 用経験 557



558 CHEMOTHERAPY DEC. 1989



VOL.37 S-2
呼吸器感染症のCFDN使 用経験 559

Table 6. Classification of respiratory tract infection

No. of cases evaluated as good and excellent/No. of total cases

がった。

今回の有効率は基礎 疾 患 のな い肺 炎 は1/2,あ る肺

炎は3/5,基 礎疾 患の あ る気管 支 炎 は1/6で あ った

(Table6)。

呼吸器感染症 は肺 炎 の 場 合S.aureus,S.pneumoniae

等のグラム陽性球菌 が起 炎 菌 で あ る場 合 が 多 いが,気 管

支炎の場合 はHOinfluenzae,ま た はH.influenzae+S

Pneumonaieの ように グラ ム陰 性菌 が 関与 す る場 合 が 多

い。新薬 シンポジ ウムにお ける報 告 で はH.influenzaeに

対す るCFDNのMICはCFIXよ り 悪 い がMIC50,

MIC80共 に0.39μg/mlを 示 して い る。 しか し内科 臨床 試

験ではグラム陰性菌 に対 す る消 失 率 はや や 劣 る よ うで あ

る。今回の我々の 成績 も肺 炎 に対 す る有 効 率 は57.1%と

まずまずであったが,気 管 支 炎 に対 して は16.7%と 非 常

に悪かった。 これ を 裏 付 け る よ う に 分 離 菌 の う ちS.

aureus,S.pneumoniaeは 消 失 し た がH.influenzaeは

3/3は 不変で あっ た。

今 回 の我 々 の 臨床 試 験 は対 象 を もっ と厳 密 に単純 な肺

炎 の み に限 定 す れ ば有 効 率 も上 昇 した と思 わ れ るが実 際

は肺 に基 礎 疾 患 を有 す る症例 が5/7と 過 半 数 を占 め た

た め この様 な成績 に成 った もの と思 わ れ る。

副 作 用,臨 床検 査 値 の 異 常 は各1件 見 られた が,重 篤

な もの は な く一 般 の経 ロセ フェ ム系 薬 剤 と同等 と考 え ら

れ た。

以 上 の 成績 よ り本 剤 は グ ラム 陽性 菌 が 起 炎 菌 と考 え ら

れ る感 染 症(単 純 な肺 炎)に 使 用 す る べ き と思 われ る。

ま た,本 剤 は基 礎 疾 患 の あ る気 管 支 炎 で 有 効 率 が 低

か った 。
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CLINICAL STUDY OF CEFDINIR ON RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

MASAHIRO TAKAMOTO, YOSHIYA KITAHARA, TSUNEO ISHIBASHI and ATSUSHI SHINODA

Department of Internal Medicine

National Sanatorium Ohmuta Hospial

1044-1 Tachibana, Ohmuta 837, Japan

Cefdinir (CFDN) was administered to 13 patients with mild or moderate respiratory tract infections, and
the following results were obtained.

The subjects were 7 patients with pneumonia (2 without and 5 with underlying disease of the lung) and 6

patients with bronchitis with underlying disease of the lung. CFDN was administered orally at a daily dose
of 600mg for 6-14 days in three divided doses . Causative organisms were isolated in 5 of the 13 patients.

The overall clinical efficacy rate was 38.5% (5/13), 57.1% in pneumonia and 16.7% in bronchitis.
We find CFDN to be useful in mild or moderate pneumonia without underlying disease of the lung, because

of its broad antibacterial spectrum against Gram-positive as well as Gram-negative organisms.


